
 

 

あらゆる電子機器で重要な役割を担う電子部品・モジュールの開発、製造、販売を行っています。 
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会社概要 

株式会社村田製作所 

Murata Manufacturing Company, Ltd. 

本社 

〒617-8555 

京都府長岡京市東神足1丁目10番1号 

1950年12月23日（創業1944年10月） 

693億76百万円（2005年3月31日現在） 

424,468百万円（連結2005年3月期） 

連結子会社54社（国内23・海外31） 

連結/25,924名 

個別/5,166名 

東京、大阪、シンガポール 

http://www.murata.co.jp/
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事業概要 

通信分野 

　急速に普及を続ける携帯電話や、世界中にはりめぐらされ

る通信ネットワーク。ムラタは、常に通信技術開発の最先端

を目指しています。 

コンピュータ分野 

　高速化・大容量化・小型化など、めざましい進歩を遂げるコ

ンピュータ。これは内部の電子部品の働きがあってこそ。ム

ラタの電子部品は、なくてはならない存在です。 

（左）チップフェライトビーズ 
（右）チップコモンモードチョークコイル 

積層セラミックコンデンサ 
(低インダクタンスタイプ)

(上)表面波フィルタ 
(下)表面波デュプレクサ 

スイッチプレクサ 

カーエレクトロニクス分野 

　ムラタの電子部品は、自動車でも活躍しています。走る、曲

がる、止まる・・・車のすべての動作を緻密に制御する電子部品。

ムラタの高性能部品がカーエレクトロニクスを支えています。 

デジタル家電分野 

　テレビ、デジタルカメラ、日々の暮らしの中で、ふだん何気

なく使っている電子機器。さまざまな機能を支え、気づかな

いうちに役立っているのがムラタの電子部品です。 

圧電振動ジャイロ（ジャイロスター  ） 薄型テレビ用スイッチング電源 スマートキーレスエントリー用アンテナコイル TPMS用セラミックディスクリミネータ 

R

R




